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つ Kähler-Einstein 多様体を持つ模型が固定点の理論となっている事が分かった。その様な多様体としては CPN 模
型などが知られている。また場の異常次元がγ＝－1/2 以外の場合では、ターゲット空間を実２次元にして数値的な
解析を行ったの結果、－1/2＜γ＜0 の場合に変形された球面が、γ＝0 の場合には平面がターゲット空間である事が






論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 現在の素粒子論は摂動論的にくりこみができる場の量子論を使って組み立てられている。もし非摂動的にくり込み
ができる理論が存在することが分かれば、現在の素粒子論の枠組みは大きく変わる可能性がある。 
 場が球面などの曲がった空間に値をとる場の量子論は非線形シグマ模型と呼ばれているが、３次元時空における非
線形シグマ模型は摂動論ではくり込むことができない。東君は、２種類の超対称性を持つ３次元非線形シグマ模型に
対する非摂動的くりこみ群方程式の固定点、及びその性質を調べた。 
 場の異常次元が－1/2 の場合は、場が値をとる空間（ターゲット空間）がアインシュタイン・ケーラー多様体の場
合に、固定点の理論になっていることを見いだした。非摂動くりこみ群では、理論の紫外カットオフを無限に大きく
するにつれて、理論のパラメーターを紫外固定点に近づけることで、くりこんだ理論が得られる。従って、紫外固定
点の存在がくりこみ可能性の証明にとって重要である。ターゲット空間がエルミート対称空間の場合に、多様体の大
きさに対するくり込み群方程式を調べ、紫外の固定点であることを確かめた。 
 複素次元１のターゲット空間の場合に、線形化したくり込み群方程式を数値的に解析して、ゆらぎに対する安定性
を調べた。また場の異常次元が－1/2 以外の場合にも数値解を求めた。 
 この研究は、摂動論ではくり込むことのできない理論のくり込み可能性に関する新しい知見を加えるものである。 
 よって、本論文は博士（理学）の学位論文として十分価値あるものと認める。 
